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概要：公立小学校の校内研修における教師の振り返りの分析から，教師の意識変容について報告する．

研修の意見交換に用いた校務 IT 化支援システムの掲示板機能の記述をデータとしてテキスト・マイニ

ングし，分析・考察をおこなった．分析対象は 2015 年４月〜2016 年３月の，公立小学校教諭 17 名の

研修にかかわる記述である．分析の結果，子どもが主体的に行っている活動について，教師側からど

う働きかけるのかが問題となっていた．また，ベテラン教員は子どもの思いを活動につなげようとす

るのに対し，若手教員は子どもの考えを学習活動につなげようとする記述が少ないことが示された．	
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１	 はじめに	

	 平成 28 年 8 月，中央教育審議会初等中等教育

分科会教育課程部会から示された次期学習指導

要領等に向けたこれまでの審議のまとめでは，

情報化やグローバル化といった社会的変化につ

いてふれ，「社会の変化は加速度を増し，複雑で

予測困難となってきており，しかもそうした変

化が，どのような職業や人生を選択するかにか

かわらず，全ての子供たちの生き方に影響する

ものとなっている．社会の変化にいかに対処し

ていくかという受け身の観点に立つのであれば，

難しい時代になると考えられるかもしれない」

と示されている．このような現状を受け，中央

教育審議会教員養成部会では，これからの学校

教育を担う教員の資質能力の向上についての中

間まとめの中で「教員の学習観を転換させ，各

教科等の指導に関する専門知識を備えた，いわ

ば教えの専門家にとどまらず，アクティブ・ラ

ーニング等の実践力や，学習の成果を適切に評

価する力，カリキュラム・マネジメントなどの

力を備えた，いわば学びの専門家へと転換する

ことが必要であり，子供たちに教育を行う教員

の資質能力の向上を含めた教員政策の改革が不

可欠であることから，教育課程の改善に向けた

議論と歩調を合わせながら進めていく必要があ

る」とパラダイムシフトの重要性を挙げる．	

	 また，「『教員は学校で育つ』ものであり，教

員の資質能力を向上させるためには，経験年数

や職能，専門教科ごとに行われる校外研修の体

系的な実施とともに，学校内において同僚の教

員とともに	OJT	を通じて日常的に学び合う校

内研修の充実や，個々の教員が自ら課題を持っ

て自律的，主体的に行う研修に対する支援のた

めの方策を講じることが必要」としている．	

	 本研究においては，生活科・総合学習を中核

とした校内研修における振り返りの分析から，

「主体的・対話的で深い学び」を目指す校内研

修における教師の意識がどのようなものである

のか,また,経験年数でどのような差異があるの

かを分析・考察する．		

	

２	 研究の方法	

（１）調査対象および調査時期	

対象期間：2015年４月〜2016年３月 
観察対象：N県公立小学校教諭 17名 
学校規模：通常級９学級，特別支援級 2学級 
調査方法：校務 IT 化支援システムの掲示板機

能による教師の研修意識のテキス

トマイニングによる分析・考察 



（２）研究の方法	

	 本研究では，協力校校内研修における校務 IT

化支援システムの掲示板機能による研修に関す

る記述（以下，研究ツイートと呼称する）をテ

キスト・マイニングし，分析・考察をおこなう． 

	 研究ツイートの分析は KH coderを用いて語

を抽出した．地名などの固有名詞を強制抽出す

るとともに，教師の見方・考え方には関係のな

いと考えられる記号などの語を取捨選択する前

処理を行い，共起ネットワーク分析によって結

びつきの強い抽出語をグループ化し，抽出語間

の関係を視覚化した．また，Jaccard係数によ

る特徴語の抽出と対応分析を行い，経験と記述

内容の変容を分析する．なお，データの前処理

の際，個人情報は記号に置換して個人情報保護

に配慮した． 

	

３	 結果	

	 （１）全体の傾向 

	 分析対象となる全研究ツイートの単純集計を

行った結果，総ツイート数は 981で，4,909の文
が確認された．また，総抽出語数(語の延べ数)
は 115 ,873語，異なり語数(含まれていた語の
種類)は 4,640語であり，その内 36,346の抽出
語と 3,813の異なり語を使用した． 

	 図 1 は，抽出語の共起ネットワークである．

抽出語の最小出現数を 40 に，描画する共起関係

の絞り込み描画数を 60 に設定した．強い共起関

係ほど太い線で，出現数の多い語ほど大きい円

で描画されている．また，それぞれの語がネット

ワーク構造の中でどの程度中心的な役割を果た

しているかという「媒介中心性」が高いものほ

ど，色を濃くなるように表示している．	

	 媒介中心性が高いのは「教師」，「出る」，

「課題」，「感じる」といった語である．「教

師」-「価値」の群と関連しながら最大の群とし

て，「子ども」-「活動」-「思い」といった語

の共起が出現し，子どもの思いと教師の価値と

をどのように擦り合わせ，教師が出るかについ

ての記述数の多さが示唆されている．		

	 （２）「教師」を媒介とした記述の分析 

	 図 2 は，抽出語「教師」の共起ネットワーク

である．最小出現数を 40 に，絞り込み描画数を

60 に設定した．各要素間の関連性を確認するた

め，媒介によるサブグラフ検出をかけ，同色で

分けて表示してある．	

	 共起ネットワークを見ると，「子ども」を中

心に「活動」-「思い」-「大切」という群が最

大となっている．「教師」and「子ども」and「活

動」という条件で，3 語が共起している文を検

索すると，「教師がやろうではなく，子どもが

やりたいから始まる活動で，子どもたちがどの

ようにアルパカとかかわっていくか楽しみで

す」，「研究会参加者アンケートを見ると，子

どもたちの生き生きと活動する姿，それを受容

する教師の姿，そしてそれを支える学校全体の

環境とそれを整えている職員の姿勢について，

たくさんのお褒めの言葉が書かれていました」，

「子どもの活動には必ず意味があり，それを見

詰めていく教師の目が，子どもを育てていくの

ですね」といった 36 文が見られ，子どもの思い

を大切にしながら，教師がどのように総合学習

の活動をつくっていくかについて思考している

ことが分かる．また，「子ども」and「思い」が

共起している文を検索すると，「子どもの思い

図 1	 抽出語の共起ネットワーク	



を中心に,	子どもと共に活動をつくるというこ

とについて，今後も皆さんと検討していきたい」，

「子どものありのままの思いを受け止めながら

授業を進め，板書にまとめている姿を見て，自

分もこういう授業がしたいと思いました」とい

った 136 文が見られた．共起を見た時，「視点」・

「課題」とつながって２クラスタを「与える」

を媒介としてつないでいる．教師の意図を子ど

もにどのように課題として与えるのかを思考し

ていることが分かる.	「練る」-「発問」につな

がる別クラスタにも媒介し，子どもの思いを大

切にしながらも教師がどのように振る舞えばよ

いかといった教師として重視することについて

活発に思考し，やりとりしている様子がうかが

える．「出所」-「難しい」の関連も見られる．	

（3）教師が困難さを感じた記述の分析	

	 教師のもった課題意識を見るために，「難しい

（91 語）」，「苦しい（９語）」，「怖い（９語）」，
「厳しい（6 語）」について or 検索をかけたと
ころ，図 3 のような結果となった．「子ども」
を媒介に「自分」-「先生」・「教師」・「活動」・「出
る」という関連語が共起している．実際の記述

に戻ると，「『子どもの考えを中心に』と『教師

の出番』のバランスは常に悩み所だったので…」，

「子どもの意識と教師の願いのちょうどいい所

を探る難しさを改めて感じました」といった子

どもの姿から子どもの思いを見取ることにかか

わる難しさと，教師の出場や出所の難しさにつ

いての記述が見られる．また，重視したことの

関連語共起とも類似した「問題」を媒介とした

「現実」・「社会」・「実現」といったネットワー

クが出現している．教師が１時間レベルの課題

をどう捉えるか，全体の活動デザインとして現

実の社会が抱える課題を，活動を通して子ども

が自分ごととして捉え，自然に解決しようとす

る活動デザインをどうするか，子どもが教師か

ら言われてやっている活動ではなく，自分で行

っている活動であると捉えつつも，活動を促進

したり質を高めたりするために教師がどのよう

に出るかが大きな難しさとなっている.  
（4）教師の経験年数と思考のかかわり	

	 研究ツイートに記述された教師の思考と，教

師の経験年数とのかかわりについて分析する為

に，教師を生活・総合を担当している若手（教

職経験 13 年未満），ベテラン（教職経験 13 年以

上），生活・総合を担当していない担当外に分類

したところ，若手 6 名，ベテラン 8 名，担当外

6 名であった．なお，担当外職員は全員教職経

験 13 年以上であった．次に，経験年数区分ごと

の特徴語リストを抽出した．（表 1）	

	 さらに，子どもの行為や思考と教師の行為や

思考が文章単位でどれだけ組み合わせがあった

かコーディングリストを作成して文章数を調べ，

図 2	 「教師」関連語の共起ネットワーク	

図 3	 困難さへの関連語共起ネットワーク	



若手・ベテラン・担当外でクロス集計をかけた

ものが表 2 である．生活・総合を担当している

ベテランと若手は，担当外と比較して児童の行

為・思考に関する記述は，ベテラン・若手，担

当外で１要因参加者間での分散分析を行ったと

ころ，ベテランは担当外に比べて有意に多かっ

た．また，教師の行為・思考に関する記述は，

ベテランと担当外は，若手と比較して有意に多

かった．このコーディングリストでは，主語が

省略されている文はカウントされず，１文の中

で子どもと教師が同時に使用されているものの

重複カウントはあるが，傾向としてベテランは

子どもの姿や行為，思考についてみようとして

いるのに対し，直接活動を進める立場ではない

担当外の教師は，子どもの姿や行為，思考につ

いてみようとする意識が少ないと考えられる．

また，教師の行為や思考について，ベテランは

若手や担当外に比べて記述が多い．教師の行

為・思考について，ベテランと担当外はどのよ

うに声掛けや足場作りをしようとしているかを

試行しているのに対し，若手は子どもの姿を見

るのに精いっぱいで教師の出場や支援の仕方に

ついて思考が追い付いていないと考えられる．			

	 以上のことから，若手がより子どもの姿を見

ようという意識をもち，教師として子どもの活

動にどうつなげるかを思考し，教育観や活動観，

子ども観を更新していくか，また，ベテランと

の相互作用の中でどのように観が生成されてい

くのかが明らかになることが，研修成果を上げ

る視点として考えられる．また，担当外の教師

をさらにチーム学校として研修に参加し，意欲

や思考が促されるような状況を構築することが

この形で行う校内研修としての課題である．	

４	 結論と今後の課題	

	 教師の教育観や子ども観が更新される様相が

認められたと同時に，子どもが主体的に行って

いる活動について，教師側からどのように働き

かけるのかが問題となっていた．ベテラン教員

では子どもの思いを活動につなげようとするの

に対し，若手教員では子どもの考えを学習活動

につなげようとすることが少ないことが示され

た．今後，経験年数の差異は，一般性があるの

か，どのように量的・質的に変化していくのか

を詳細に分析し，どのような教員研修を行うこ

とで教師としての資質・能力が育まれて行くの

かについて考察していく必要がある．また，教

師の見方・考え方の見取りや評価のために，実

際の授業場面の分析を行い，記述から見られた

意識の変容が実際にどのような行動の変容とか

かわるかを明らかにする必要がある．	
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表 2	 子ども・教師についての記述数の差	

表 1	 若手・ベテラン・担当外の特徴語リスト	

ベテラン 若手 担当外

子ども .486 感じる .174 遅い .119

活動 .439 授業 .173 驚く .112

自分 .272 自分 .163 授業 .088

見る .236 子 .137 楽しむ .082

思い .188 姿 .129 聞く .073

教師 .187 勉強 .097 見る .069

総合 .158 聞く .092 持つ .069

大切 .154 真剣 .074 難しい .068

たくさん .132 楽しむ .071 書く .066

公開 .127 様子 .071 考え .064


